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始めの一歩 

今まで書かれたエッセイを拝見すると「なるほど！」とうなずける内

容が多く勉強になります。これらを実践すれば、凡人なる自分も著名な

先生がたの仲間入りができそうと妄想が膨らみます。「皆様はさす

が！！」と思う次第です。 

さて自分ではありますが睡魔と煩悩が多く、「明日からしよう！」と

思っては課題を先延ばしている自分の姿がありました。ひいては締め切

りが迫り必死に対応し帳尻を合わせてきました。「次からはもっと早く

始めよう」と後悔を常にしてきました。「のど元過ぎれば、なんとやら」とはよく言った

もので、まさにその通りであり同じようなことを繰り返して来ている自分がありました。

さすがに最近は体力が低下し無理はできなくなってきました。 

そこで最近始めたこと、まずはとにかく素早く仕事をスタートさせることにしていま

す。形式と達成度はともかく、先ずは始めることとしています。それは今後のタイムス

ケジュールを描きやすくし、資料の準備も余裕をもってできるようになりました。次に

していることは毎日ちょっとでも良いので作業をすることにしています。仕事の継続性

が保たれ、７日も経てばかなり進んでいるようになりました。 

過去のエッセイと比較すると内容が低俗すぎるとお叱りを受けそうで恐縮しています。

わかってはいますが実践できない自分のような一般人の先生がた（失礼をお赦しくださ

い）の少しでも参考になればと思います。まずはスタートをきることと毎日ちょっとず

つ手をかけること（スライドを１枚作成でもよい）が大切と考え実践しています。 

とはいうものの、この原稿は出発時間待ちの上海空港のラウンジで書いています。性

格はなかなかなおらないのかもしれません。（すいません。）。 

 

ジャック・スパロウ 

これをお読みの多くの先生がたが、「研究を行おう！」「研究をまとめよう！」と

お考えのことと思います。学会発表や論文を読んで興味を持ったことを自分の仕事

に当てはめ、多くの場合が研究を進めたと思います。参考文献を参照しながら、対

象・方法・結果を記載し、考察をしてきたと思われます。自分としては体裁の良い

論文を作成できたと考え、native の文章チェックを受けて投稿したところ、興味な

いあっさりとした返事とともにあっという間に reject されてしまった。このような

経験はないでしょうか。少し考えて頂きたいのは、研究とは pioneer の精神が大切

なのです。先ほどの論文は単なる追試ではないでしょうか。追試も大切ですが、既
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報告によりほぼ決定されかつ予測できる結果を報告しても、査読者及び読者には読

むと飽きてしまう論文と判断されてしまいます。pioneer 精神をもち少し冒険をし

ながら道を切り開いてゆき示唆に富む結果を報告すれば、査読者及び読者は喜んで

読んでくれることでしょう。 

 2018 年 5 月 6 日付の日経電子版では科学技術の競争力低下について記載されて

いました。それによると日本の科学技術論文がピークを迎えたのは 2000 年代前半

であり、独創性が高いと評価された質の高い論文数は米英独に次ぐ世界 4 位でし

た。2015 年には中仏に抜かれ世界９位となっています。総務省によると 2016 年度

の科学技術研究費は 18 兆 4326 億円であり、対前年比２.７％の減少であるもの

の、米中に次ぐ世界３位の水準だったそうです。莫大な資金を持って単なる追試を

行うにはあまりにも勿体ないと感じられます。pioneer 精神を持って未知なる世界

に足を踏み出し、新しい事実を探索に行こうではありませんか！パイレーツ・オ

ブ・カリビアンのジャック・スパロウのように、課題を求めて未知なる大海原に船

出をしてみるのはどうでしょうか。一度だけの人生と研究生活なのだから大切にし

たいと思います。 

 

(2016 年から不定期に CRST*メンバーによるリレーエッセイを NewsLetter として

お届けしています。次回の執筆者は、自治医科大学 整形外科学講座・石橋病院 安

食孝士先生の予定です。)  

 

 

*CRST は、本学卒業医師の地域医療に根ざした研究や論文を支援するために、

2010 年 7 月に発足した「地域医療研究支援チーム」です。現在、173 名の有志教

員にご参加いただき、各専門分野における研究テーマのブラッシュアップに加え、

一般的な論文作成支援にご協力いただいております。2013 年 4 月に発足した「臨

床研究支援センター」活動の一翼を担う組織として位置付けられています。 

 CRST に参加し、研究支援活動を行っていただける方をひろく募集いたします。

チームの活動は、主にメーリングリスト上での情報共有とディスカッションであ

り、会合等による時間制約はありません。チームメンバーの専門領域についてのご

意見とご指導をお願いすることになります。参加登録や本企画へのご意見は、地域

医療オープン･ラボ（内線 2338、openlabo@jichi.ac.jp）へご連絡下さい。 

CRST ホームページ http://www.jichi.ac.jp/dscm/CRST.html 

地域医療オープン･ラボNews Letter原稿募集 
地域医療オープン・ラボでは、自治医大の教員や卒業生の研究活動を学内外へ発信
するために、「自治医科大学地域医療オープン・ラボNews Letter」を定期的に発
行しています。http://www.jichi.ac.jp/openlab/newsletter/newsletter.html 
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